
         平成２０年度 東京都公立中学校事務職員会研究大会開催要項 
 
１ 目 的 
    これからの新しい学校事務の確立を目指し、主体的に研究と研修を進め、学校事務職員の 
   資質の向上を図り、よりよき学校教育の発展と生徒の育成に寄与する。 
 
２ 主 催 
    東京都公立中学校事務職員会 
 
３ 後 援 
    東京都教育委員会 
    東京都中学校長会 
    東京都公立中学校副校長会 
    ㈶東京都教育公務員弘済会 
 
４ 参加者 
    東京都公立中学校事務職員並びに教育関係者 
 
５ 会 場 
    国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟（小ホール）   

センター棟（１０２・４０１・４１６） 
    渋谷区代々木神園町３－１ 
    小田急線      「参宮橋」駅下車 徒歩７分 
    東京メトロ千代田線 「代々木公園」駅下車 代々木公園方面 ４番出口 徒歩１０分 
 
６ 日 時 
    平成２１年 ２月１０日（火）   受付開始 ９：３０～ 
 
７ 時 程 

9： 30
～  

10：00～12：
00 

12：00～13：
00 

13：00～14：00 14：10～17：
00 

 受 付 開会式・講演 
小ホール 

 休    憩  行 政 説 明 
 １０２ 

 分科会討議 
102・401・416 

 
８ 受 付 
    準備の都合上、参加予定者（都内・都外両方）は１月１３日（火）までに必ずメールか 
   別紙申込書でお申込下さい。詳細は別紙で確認願います。 
   申込先   〒103-0004  中央区東日本橋 １－１０－１ 
         中央区立日本橋中学校 事務室 小林 都 
         ℡   ０３－３８５１－５８７６ 
         Ｗｅｂページ http://www.tocyuji.com 

Ｗｅｂページから入力に関する問い合わせ先は下記担当者までお願いいたします。 
         北区立王子桜中学校  事務室 湯村 まさみ 
         ℡   ０３－３９１４－５２８７ 
 

http://www.tocyuji.com


 
    資料代として東京都外からの参加者のみ２，０００円いただきます。 
    申し込みと同時に下記の口座にお振込み下さい。（手数料はご負担下さい。） 
    郵便局  記号１００９０ 番号７９１８２４９１ 

    口座名義 東京都
とうきょうと

公立
こうりつ

中学校
ちゅうがっこう

事務
じ む

職員会
しょくいんかい

 

９ ご注意 
    国立オリンピック記念青少年総合センターには、電話連絡ができません。当日、参加者や 
   主催者に連絡等がある場合は、下記の電話にご連絡下さい。 
   ０８０－５６９８－２７６４（東京都公立中学校事務職員会連絡専用） 
 
10 講 演 （カルチャー棟 小ホール） 
    演 題   「学習指導要領改訂にむけて －教材と予算－」（仮題） 
    講 師   （社）日本理科教育振興協会 
 
11 行政説明 （センター棟 １０２号室） 
    演 題   「会計事故防止について」（仮題） 
    講 師    東京都教育庁 総務部監察担当課長 清水 宏 氏 
 
12 分科会 
 
   第１分科会その１  
    テーマ   「退職事務について」 
    発表者    豊島区立中学校事務職員会 
 

豊島区立中学校事務職員会では①団塊世代の大量退職②退職時の本人選択の幅が広がり事務 
処理の複雑化③制度改正時期に当たり新制度導入と廃止規定が混在し、最新知識が求められる 
こと④退職の個別ごとのマニュアルはあるが、知識横断的なテキストがないため事務改善の必 
要性を痛感した。 
 そこで①４月から翌年３月までの退職事務スケジュールを都教委（退職手当等）共済組合 
（年金等）福利厚生事業団（餞別金等）都教職員互助会（医療互助事業等）等分野別に整理し 
説明する。また、②チェックリストを定年・勧奨退職、普通・年度末退職、嘱託（非常勤教諭） 
の３タイプ作成し、円滑に退職事務を行えるようにした。 
 退職事務スケジュール・チェックリスト等の入ったＣＤ－ＲＯＭも当日配付しますので、ぜ 
ひ参加いただきたく、よろしくお願いいたします。 

 
    

第１分科会その２ 
    テーマ   「俺たち（小規模校）に明日はない」 
          －魅力ある都心部公立中学校の再構築をめざして－ 
    発表者   豊島区立駒込中学校事務職員外有志 
 
    第二次ベビーブームの終焉、私立中高一貫校への進学熱の高まり等により、豊島区立公立中 
   学校は１３校から８校へと急速に統廃合を進めてきた。本校（駒込中学校６クラス２００名） 
   においても新一年生予定者（小学校６年生１５０名）の７割が私立中学校を受験し、わずか４ 



割強７０名が本校に入学してくる状態である。このまま座していては、本校は消滅する。保護 
   者満足度・生徒満足度を高めなければ、消えてしまう。 
    職場消滅の危機感のもと①魅力ある公立中学校を保護者・新一年生に伝えるためのブログ風 
   ホームページ導入②英検受験、図書館充実等学力向上策③生活指導に基礎を置いたバスケット 
   ボール部復活（時間外ボランティアの顧問）等部活動充実という３本柱を元に奮闘する「一人 
   総務」事務職員の奮闘記を述べたい。 
    先例として①民間校長による進学塾を導入した杉並区立和田中学校②フィンランド風ＰＩＳ 
   Ａ型読解力向上を努めて５年目の京都市立御池中学校を紹介し、ライバルの私立中学校（③大 
   学直結付属型④中高一貫進学型）と対比させ、本校の生き残る可能性を考える。近未来に導入 
   される「教育バウチャー」にも耐えられる「名門校ブランド駒込中」の確立が急務である。小 
   規模校で働く、悩める子羊・一人学校事務職員よ、集合せよ。 
 
 
   第２分科会  

  テーマ 「事務職員から見た三鷹市の小中一貫教育」 
    発表者 三鷹市公立小中学校事務職員会 
 

今、小中一貫教育等については、全国各地で盛んに論じられ、実践されています。本市で 
   は、三鷹市立小・中一貫教育に関する基本方針に基づき、中学校区を単位として小・中一貫教 

育校を設立し、学園と称しています。平成２１年度内に、全市において展開する予定で、現在、 
その準備が進められています。 

    三鷹市では、一貫教育の推進を始め、各学校に学校運営協議会、各学園にコミニティースクー 
ル委員会を設置するようになり、学校を取巻く環境も大きく変化しようとしています。 

    その中で学校事務には、どのような変化や、課題が生じるか。そもそも小中一貫教育とは、学 
校運営協議会とは、基本的な事にも立ち返って研究をいたしました。 

    更に、他の地域で実施している小中一貫校の実態調査を行い、本市との比較検証の結果も発表 
いたします。 

 
 
   第３分科会  
    テーマ 「学校安全」 
        －事故事例から考える－ 
    発表者 東京都公立中学校事務職員会 調査研究委員会 
 
    以前行ったアンケート結果により、会員の興味がある題材として「学校安全」の調査研究を 

行いました。研究過程で、不審者対策や災害時対応など広範囲にわたる学校安全ではなく、事 

故事例を基にした学校安全への考え方を中心にすることといたしました。 

実際、学校内での事故発生がいまだ多く、以前にも同様の事故があっても対策が講じられて 

いなかったり、情報伝達が悪かったりと安全対策は後手を踏みやすいのが現状かと思います。 

この発表では事故事例から原因・対策をメインにとりあげ、これからの学校に必要な安全意識や 

対策をともに考える分科会にしたいと考えております。 

 
※ 本大会の内容についての問合せは、下記にお願いいたします。 

練馬区立開進第四中学校 事務室 高橋 博 
    〒１７６－０００３ 練馬区羽沢３－２４－１ ℡ ０３－３９９３－１４８３ 


